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本書「はしがき」より
　本書は，日本政治の新しいタイプの教科書である。これまでの日本政治の典型的な教科書は，例えば，概論，憲法，
選挙，政党，国会，官僚，利益団体，メディアなどの章から構成され，各章ではその領域の専門家がまずある種の問
題提起をした後，制度の歴史と運用，アクターの活動と特徴，最新動向，問題点などを説明し，最後に参考文献を挙
げるという書き方が一般的であった。……本書は，12章（分野）から構成されているものの，それぞれ内容において
完結した122の独立テーマから構成されている。その結果，これまでの教科書ではできなかった複数の重要なテーマに
焦点を合わせ，それぞれの専門家に特に最新動向と論点を中心に広く解説をしてもらうことが可能になった。……
　読者には，関心のあるテーマから読んでもらって構わない。そして，続けて特定の章全体を読んでもらうと，その分
野における日本政治の最新動向と問題点の全体像が明確に分かる仕組みになっている。……
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６裁判員制度の「光と影」－裁判員制度
７力の強い最高裁判所事務総局－裁判官人事と

司法行政
８法律家をどう育てるか？－司法試験とロース

クール
９捜査の適正化への遠い道のり－取調べの可視

化問題
10更生を前提とした少年事件への対応－少年法
11女性の社会進出とともに－夫婦別姓問題
12子どもたちを守るために－ハーグ条約

１「べからず選挙」－公職選挙法の成立と変更
２選挙権と被選挙権－18歳選挙権は何を示して

いるの？
３政府をつくる仕組み－小選挙区制と比例代表

制
４中選挙区制が支えた自民長期政権－日本政治

と中選挙区制
５上位２党へ収斂する傾向－小選挙区比例代表

並立制
６落選者が当選する選挙制度？－重複立候補
７「きれいなカネ」を政党に－政党助成法
８現在進行形の選挙制度改革－定数是正と区割

り
９「１人１票」の許容範囲－１票の格差問題
10Election Campaigns or Election Campaigning

－選挙運動
11配慮か平等か？－過疎自治体と選挙
12有権者はどのように投票先を決めるのか－投

票行動
13投票率はどのように決まるのか－投票率
14選挙はどう管理されているの？－選挙期日・

投票時間・投票方法
15連帯責任が問われる犯罪－選挙違反と連座

制

１中央集権か地方分権か－日本における地方自
治の発達

２実態は中央集権型だった地方自治制度－地方
自治法

３首長の力は強い？－首長の選出と役割
４地方議員はボランティアで？－地方議会の選

出と役割
５地方の自立を目指して－地方分権一括法
６「協働」とは？－地方政治改革とその課題
７地方自治の理念から遠ざかった大合併－平成

の大合併
８人口減少と直面－自治体財政問題
９模索される連携－広域行政と道州制構想

１GHQと戦後日本の外交理念－占領期の外交
２焦点となったのは再軍備－サンフランシスコ講

和条約
３敗戦国日本の選択－日米安全保障条約
４日米安保体制の変化－日米同盟の諸問題
５日本における米軍基地－在日米軍
６TPPとは何か－自由貿易協定（FTA）
７日本の東アジア（地域主義）外交－近隣外交
８東アジアの領土論争－領土問題

１戦後日本の防衛政策の理念－防衛政策
２自衛隊とPKO・災害支援－自衛隊
３これまでの安全保障の司令塔－国防会議と安

全保障会議
４日本版NSC－国家安全保障会議の新設
５インテリジェンスと特定秘密保護－国家機密
６問われる憲法との整合性－集団的自衛権とそ

の解釈
７警察予備隊から自衛隊へ－防衛省
８危機管理と有事法制－安全保障の課題
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